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小川町まち歩き活動記録 
●日時  ２０１２年５月６日（日）１０時４５分～１７時 

 

●企画趣旨： 小川町は外秩父の山々に囲まれ、中央に槻川が流れ、川越から児玉、秩父

へ向かう往還にある歴史が残る町である。１３００年の歴史の手漉きの和紙や関東灘と異名

をとった酒造など伝統産業もある。全国に５０あまりの小京都と呼ばれる町があるが小川町も

その一つである。 

 今回の企画は、小川町の旧市街地のまちの魅力を地元建築士事務所協会の島田さん、江

森さんにご案内いただいた。 特に、和紙や酒造りなどの伝統産業を活かしたまちづくりにつ

いて情報交換も行った。 

   

●歩いたコース： 小川町駅→木村邸→三協織物石蔵→割烹旅館双葉→伊藤家→高野医院→

晴雲酒造見学（昼食）→槻川→長屋→アーチャン（お肉屋さん）→小川和紙体験学習セン

ター（内部見学）→旧醤油屋さん→日本キリスト教団小川教会→町民会館（意見交換会） 

 

●参加者：井手幸人、大島健次、大竹亮、大森享、小野田美都江、栗原徹、清水昭治、

清水慶子、清水潤一、高橋謙、椿真吾、原久子、平野隆、＊古里実、前田一彦、三浦清

史、三浦、毛須知之、矢板橋芳生、若林祥文、（＊：コーディネータ） 

●案内：江森輝雄さん、島田敏夫さん、根岸茂さん、金井克美さん ほか埼玉県建築士

事務所協会比企支部の皆様 

 

【参加者による評価】 

（評価点の計算：とても良い A=5点、良い B=3点、普通 C=1点,良くない D=1点とした平均値） 

１ 小川のまち（旧市街地）の評価    ＡＡＡＡＡＡＡＡＢＢＢＢＢＢＢＢＢＤ （３．８ ）  

A：槻川が市街地内の市民生活に近いところに流れている。護岸工事も過剰でなく良い。迫

力ある堰の水の流れがよかった。路地が発達していてよかった。色々な発見がある。御説

明していただいた方々が実に温かく説明がよかった。 

Ａ：コンパクトであり自然が近くにあり訪れて楽しい町だと思う。小京都に認定されてい

るように文化（和紙、織物）があり、食（お酒、有機野菜）もあります。温泉もあります。

可能性は大だと思います。すごく可能性がまだ残されていると思います。 

Ａ：観光資源が豊富であり、人も良かった。 

Ａ：まちの機能が中心部にコンパクトに集中している．槻川とその背後の山並みがマッチ

していて、すばらしい景観を形作っている．歴史のある建築物が今も大切に使用されてい

る． 

Ａ：歴史がそのまま残されていて素晴らしい。古いものを活かしながら生活する住民の皆

様の息づかいが感じられる。  
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Ａ：路地の雰囲気がとてもよい（曲がり、くねりがその先を暗示させる。長屋の西のカー

ブは特に魅力的）．槻川の遊歩道はいくつかの橋と対岸の自然、ダム等マッチしてとても良

かった。 

Ａ：地場産業が大切にされてきた様子がみてとれてよかったです。 

Ａ：－ 

Ｂ：自然に囲まれた小さな町ですが、立派な町家や土蔵、そして路地がめぐり、庶民的な店

舗や長屋も残る人間味ある町でした。和紙や自然食にふさわしい心なごむ雰囲気が町のそ

こここにあふれていました。 

Ｂ：町がコンパクトなので、旧市街の形が把握しやすかった。少し磨けばキラキラと輝く

建物、食べ物屋がいくつもあった。 

Ｂ：味わいのある路地と、古い蔵や長屋などがかなり残る雰囲気のある街並み。川や山々

に囲まれた風景もなかなかいい。 

Ｂ：旧い建物が何のてらいもなく維持されてきた街なみが魅力的である一方、駅前のクリ

ニックや図書館のように、暴力的に街なみに入り込む建物があり、それらの野放図な開発

が放置されている現状が不安。 

Ｂ：蔵づくり、酒造所、立派な庭の旧家、和紙の試験所…、と歴史をつなぐ建物が点在。 

酒造所の食事処の雰囲気、メニューのこだわり、当然おいしい。程よくカーブした道、ヒ

ューマンな幅の路地。旧商家をアーティストに利用してもらう試みなど、まちの活力回復

への活動。少々残念なのはそのよさに地元に皆さんが気づいているか、誇りに思っている

でしょうか。 

Ｂ：蔵や住宅など歴史を感じさせる建物が多く残っており、まち歩きを楽しめる要素は多

くあると思います。一方で、そのまま住宅などに使われている建物が多いため、外観は楽

しめるものの、中に入れる建物が少ないこと、買い物や食事を楽しめる施設が少ない（知

らないだけかもしれませんが・・・）ことから、多くの来街者が楽しめる街ではないと感

じました。  

Ｂ：コンパクトな旧市街地に歴史を感じさせる良

い建物がたくさん残っているが、案内が無いとそ

れを感じることができない。 

Ｂ：小川町一帯の景観は B 評価ですが個々の

建物は A 評価に値する。 

Ｂ：多くの歴史的建築物があり、保存状態のよい

ものが残されている。 

Ｄ：折角の昔ながらの街並みが、現代的な建物と

混じったり、昔のままでも管理が悪く、老朽化し

たりしているため。 

 
▲ 木村邸 
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２ 特に魅力的だったところや人など 

○木村邸：細長い敷地に年代の異なる多くの蔵

や家屋が調和して並び、庭も美しかった。  

木村邸：庭がよかった。各年代の増築の仕事が

丁寧だ。 

○木村邸：屋敷の手入れが行き届き庭と建物

との調和もよくどっしりとした風格のある

二階建ては迫力を感じた。また細部にいたる

職人の技、例えば銅版の亀甲模様の雨戸や手

が込んだ木枠ガラス戸と光沢のある昔の鉛

ガラス等々に感服。 

○＊木村家の雨戸の板金＊伊藤家＊街中の

大谷石の江戸切りの塀＊左官の掻き落とし

で模様を附けた塀と作り出しの郵便ポスト 

等々：林業、養蚕織物などの集積地として賑わ

ったころの建築文化の名残が感じられる職人

技術の痕跡。 

○三協織物石蔵：三協さんの石蔵は、大きく

迫力がある。使い込まれていて、建物に現役の

力がある。 

○三協織物石蔵：大きな石蔵が現役で使われて

おり、さらにイベントにも活用されている。 

○三協織物石蔵：素晴らしい。今まで同様の施

設は入った事がない。 

○三協織物石蔵の建物：表面を加工し、手間をかけた大谷石が残されている。 

○三協石蔵：大谷石組と木組みの混構造。

石と木梁の仕口（接合）の取り合いに職人

の知恵と工夫を感じた。本場の栃木でも存

在感のある蔵はなかなか見ることは少な

い。 

○石造りの蔵：どれも立派で状態も良かった． 

○割烹旅館双葉楼：通りに面する建物がとて

も情緒深い。現役で使われているのがいい。  

○割烹旅館双葉：雷雨のため、ゆっくり立ち

寄ることができず残念。 

○伊藤邸：御主人が温かく良かった。丁寧に

       ▲割烹旅館双葉 

     ▲三協織物石蔵 

▲ 伊藤家の板塀 
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住んでいて、手入れがよかった。 

○伊藤家：広い屋敷、立派な庭などすばらしい邸宅を親切に

も見学させていただけた。 

○伊藤家：黒柿の床柱、ケヤキの一枚板の廊下、渡り廊下

を進んで突然現れる洋間、そして庭。豊かさと

はこういうものですね。 

○伊藤家：旧家が建物のすばらしさに加え、代々生活してき

た人の暖かさを感じる。 

○伊藤邸：板塀に囲まれた品格のある建物。特にお客

を招き入れるアプローチや玄関ロビーはお客を大切に

もてなす心や気風を感じさせる。雷雨に遭い、伊藤様

のご好意に預かり雨宿りをさせて頂く中で屋敷内を見

学させてもらい、ふんだんに使用された銘木のケヤキ

の一枚板や黒柿の床柱、框、欄間、塗り壁等々職人の

丁寧な綺麗な手仕事を彷彿させる作品に嵐の過ぎ去る

一時を過ごさせて頂きました。 

○伊藤家：伊藤家での対応は感謝したいですね。また、お

宅の素晴らしさは後世に伝えたいですね。 

○伊藤家：雨宿りの際に、おかあさんが話してくれた伊藤家の歴史と島田さん（事務所協

会）のご親族との関係など、あれだけの規模の建物を状態良く管理するにも、地元のコミ

ュニティが有機的に交わっており、建物の歴史に人ありと感じた。（当たり前のことです

が。） 

○伊藤家の和洋折衷の居間：当時の設計者のチャレンジ精神が感じられる。 

○伊東家のお母さん：お母さんは町が元気だったころ語り部！ 

○伊藤家の奥様：見ず知らずの私達にとても親切で、ありがとうございました。 

○伊藤家の奥さん：建物と佐藤家の歴史を誇りに思っておられる． 

○伊藤様：伊藤様の品位に感服致しましたが、応接（玄関）コーナーの建具と光がかもし

だす厳粛な空間が魅力でした。 

○石蔵から双葉へ移動する途中のピロティのある鉄骨造の建物：2階の壁が煉瓦のフレミ

ッシュボンド（フランス積）だったが晴雲酒造の煙突もフレミッシュボンド→イギリス積と

比べると少ないフランス積を敢えて使ったのは、この街にその流れが残っていからか？だと

すれば歓迎できる設計、それに比べると晴雲酒造の新

しい建物は蔵をモチーフにしていながらディテール

を軽んじているので‘らしくなく’チープ。 

○晴雲酒造：昔ながらの造り酒屋で、見学者への説明

が分かりやすく、食事処も良かった。  
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○清雲酒造：和紙の街・酒の街・有機無農薬野菜の街

を一度に楽しめるお店。おいしい食事・お酒＋酒蔵見

学＋買い物（もちろんお酒ですが・・・）で、大満足

でした。 

○晴雲酒造：酒も食事も良かった。 

○晴雲酒造のおかみさん：肩の力を抜いた話しぶりに

好感が持てた． 

○晴雲酒蔵：ご主人のご説明は過不足なく良かった。 

○晴雲酒造の昼食：酒かすを使った味噌汁とデザート

が最高だった。豚肉の味噌漬けもおいしかった。 

○晴雲酒造玉井屋：地元の野菜や造り酒屋の特徴を活

かした料理、そしてデザートも、とても美味しかった。  

○晴雲酒造玉井屋：地元の食材を使った料理は美味し

かった。お店の雰囲気も良い。 

○玉井屋の昼食：品があって美味しかった． 

○槻川：河岸整備は歩く視点を持ち、安全のための過

剰な整備がなく、よかった。 

○槻側：親水性の高い河川整備は好感がもてた。町中

にある河川での整備である点も良い。まちの回遊性に

も一役買っている。 

 

○槻川：柵のない遊歩道は親水性があった。 

○槻川：今回増水で楽しむ事が出来ませんでしたが、

飛び石があり子供の頃の川遊びを思い出します。良い

場所だと思います。 

○槻川風景：駅近くなのに自然に触れられる。 

○槻川の風景：当日は増水していたが、町のすぐ近く

で川べりを歩けるのが楽しい。 

○槻川と背後の山並み 

○槻川の路岸の整備状況 遊歩道の整備 

○槻川沿いの散策道：自然を体現でき、とても気持ちいのいい場所でした。         

川の中の置かれた石を飛び跳ね向こうに渡ってみたかった。 

○相生橋だったか：アーチを連ねた手摺（ＲＣか？かつての高度な左官技術の傍証か？）

が美しくその下の馬橋（？）の新しい手摺が悲惨（特に袂に残る昔の手摺が惨め）。概して

槻川の護岸整備はイージーではないか。 

○アーチャン：コロッケとてもおいしかった。 
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○まち歩きでコロッケ：普通の物だけど、熱々は美味しいで

すよね。あそこではすごく魅力です。歩きながら食べる。学生

時代に思い出が蘇りますよね。 

○住吉医院：下見板張りや窓のデザイン（窓枠も含む）は

今風でも見劣りしない存在感。 

○お助け長屋：道路に沿って婉曲しており、屋根や壁も補修

されて、よかった。 

○路地の長屋：緩やかに曲がった路地に面し、手入

れされて今も住まわれているようだ。  

○長屋：埼玉では珍しい建物。 

○長屋：大正時代に立てられ最近リホームをした

とは云え近代的なデザインそして路地のカーブ

に添って造られたフォルムに小川まちの庶民の

斬新さを感じた。 

○長屋：道路に沿っての造りは面白く、住民の皆さ

んには迷惑ですが、良い見学物だと思います。 

○長屋：路地に沿ったアールのデザインが良い。 

○旧埼玉県製紙試験場：多数の洋風木造建物が中庭

を囲んで配置され、回廊が巡るすぐれた建築である。

町の和紙体験学習センターに活用していのもすば

らしい。  

○和紙センター：産業博物館的な姿が面白かったで

す。もっと現代に活かしてビジネスの活性化を考え

てみたらと思いました。若い人たちも巻き込んで何

かできそうな、可能性を感じた建物です。 

○和紙センター：ソフトはそれなりに充実してい

るようだ。和紙の制作をする方が管理をしている

ので、興味のある話が聞ける。建物の手入れを早

急にすべきだ。 

○和紙センター：こんな施設があることを知らな

かった。貴重な産業遺産である。  

○和紙センター：建設当時の姿を残す 体験コーナ

ーのみでなく、アートの部屋があったがアート、コン

サート、ギャラリーなどで使えないか。 

○和紙センター：正直落胆した。小川まちと言

▲ 住吉医院 
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えば「和紙」が有名。個人のお宅は個人の費用で

定期的に手入れをされて今に至るまで尊存して

貰っている。にも拘らず歴史的にも貴重な公共建

築物は手入れもできず、もっと大切に保存すべき

であると感じた。 

○和紙センターの大判の和紙：体験は工芸館でも出

来ますが、大判はあそこだけ。それも、魅力ですね。 

○旧醤油屋さん：こういう町家を保存し、改装して、

活用しようという動きが何とも心強い。 

○小川教会：神の畏敬を象徴する教会が多い中で、メルヘン

ヘンチックな庶民に愛される教会と感じた。こんな所までキ

リスト教が普及している宣教師達の布教活動に敬意を表す

る。小川の庶民は様々な文化を取り入れる開かれた土壌風土

を兼ね備えた気風も感じた。 

○人の人情味ある対応 

○木村様も伊藤様、三協のご夫妻そして教会を案内されたご

夫人：皆さん素晴しい   方々だと感じました。「人は器を

大切にし、器は人を育む」と言いますが本当にその通りだと

実感しました。古い建物での生活は、ある意味不便さ、不自

由さを感じられることも多いこととお察しします。その中で

共に生活をされるには、代々からの受け継がれてきた伝統や

文化、風習様々な在り様の中で辛抱強く守られて来られた自負や誇りがあってのことと

思います。このようなよき建築物が永らえるよう祈るばかりです。 

○歴史的建築物が、現代の社会で活かされている状態 

 

３ 小川の今後のまちづくりへの提案  

○東京から近く、通勤圏ともいえる立地であるにもかかわらず、自然と歴史が人間味とと

もに残る贅沢な環境でありました。路地や町家をゆっくり散歩して心が和みました。こう

した姿、あり方を、酒蔵や石蔵のように、できれば現役で使いながら、無理ならば 旧醤油

屋さんのように上手く転用して、保ってもらいたいです。 

また、和紙や自然食の分野では有名になりつつあるようですので、それらが中心街で体

験出来るような仕掛けがあればと思いました。点から線へ、さらに面へ、です。こうした

持ち味を活かしたまちづくりが上手くいってもらいたいと思います。 

○都市工学とかの専門ではないので、自分の専門分野（情報学＆歴史社会学）から・・・ 

ぜひぜひ、コミュニケーションを育んでまちを造っていって欲しいです。そう簡単では 

ないですが、酒造りをコアにするならば酒ネットワークで応援したいです。また、女性 
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たちが酒蔵をテーマにまちづくり応援を始めていますので、そんな女性ネットワークを 

拡大していったらいいかもしれません。地道なつながりからヒントを得ていったらいい 

かと思いました。図書館を巻き込むならば、そちらの方向から応援したいです。その際に 

、コミュニティビジネスを産むような仕組みができたらいいと思いました。 

○観光地としてのまちづくりを提案します。川越化しても良いと思います。とにかく人が

来ないと商店含めて町が死んでしまいます。景観はデザインコードを考えて調整する必要

があります。駅前の病院はデザインとして？です。シニア世代の人材活用としてガイドは

必要です。かたりべとして訪れた観光客へ町の良さを伝えて貰いたいです。 

 ○小川町の資産をフルに活用した食と自然と歴史が体現できる街歩きるフェスティバル等

が開催されると楽しんじゃないでしょうか？。イギリスの田舎町ラドローで毎年開催され

ている街を歩き、拠点拠点で最初に購入したガラスのコップでビールを飲みちょっとした

地元の食材を食べながら町の人にふれあい、自然や建物を体現できるイベント等参考にな

るのではないでしょうか。 

http://www.foodfestival.co.uk/page.php?Plv=1&P1=3&P2=&P3= 

○これだけの資源があるのですから、もっと情報発信して欲しい。まちの魅力を案内いた

だけるボランティアガイドの拠点として「まちの駅」を作ってはどうでしょうか。まち

の魅力を掲載した情報誌もあると良いと思います。 

○観光バスで大勢が来るのではなく、本当に小川町を気に入ってくれる人が、リピーター 

となって何度も訪れる、新しい観光を目指すのがいいのではないでしょうか。 そのために

は、小川町ファンクラブといった会員制の組織をつくり、その人たちに街の魅力を深く知

ってもらい、その人たちと相互に交流しながら、新しい観光に必要となるソフトやハード

の整備を進める、という方法があると思います。また、小川町の有機農業はかなり有名の

ようなので、そのネットワークをファンクラブづくりに活用するのも有効だと思います。 

○歴史を感じさせる建物、味わいのある道路･路地ネットワークといったハードと和紙や 

有機農業、造り酒屋といった他のソフト資源とうまくつなげられるといいですね。（ただ 

のまち歩きでない。ただうまい物を食べにくるのでない。） 

○「歴史と食と人を生かしたまちづくり」・歴史：一歩踏み入れただけで、昭和の時代にタ

イムスリップできる。・食 ：おいしい食べ物が多い。・人 ：やさしさ、ぬくもりを感じ

させる方々が多い。 

○住民がやれることからやる。町役場をあてにはできないだろう。住民や外来者が発見し

たちょっとよいことの情報提供の機会を増やす。まちの財産を増やすことにつながる。地

域には志のある建築関係者も多くいるので、外部の者たちと連携をしていく中で、次のス

テップが踏めると思う。 

○コンパクトな区域の中に観光資源が一杯ある。特に歴史ある町並みと路地が大変貴重だ

と思う。もっと手入れをした方が良いと思う。   

○他の参加者から提案が出ていたが、わざわざ小川町まで来るための目玉（目的）とその

http://www.foodfestival.co.uk/page.php?Plv=1&P1=3&P2=&P3=
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アピールは必要かと思う。ただ、町にほどよい落ち着きが感じられるので、あまりあせら

ず事を急がず、このままでも充分魅力はあるとも思う。 

○先日甘楽町に観光で歩いてきたが小学生、中学生、ネクタイのおじ様までが挨拶を、声をか

けてきてくれて、「また来て下さい」 最高に気分よく帰途につく事ができた。孫家族とまた夏

休みに行きたくなる。「挨拶するまちづくり」お金はかからない。どんな文化財よりすばらしい。 

○帰りに電車から見た川向こうの丘陵の新緑がすばらしかった。伝建地区のように街中のみ

のまちづくりではなく、山歩きの道筋を整備し（小川町に戻るのではなくどこかに抜けるル

ートができれば望ましいのだが）、その拠点として旧市街地を位置づけるようなまちづくり

があるのではないか。その中間点に槻川があり自然農業の拠点や紙漉の拠点などもあり、そ

れらが連携した地域作りができるような気がする。 

○小川の街はどんな街を目指すのでしょうか？ 町の人から見れば、住みやすい街、賑わい

のある街ということかしら。来街者の目で見ると、見るところ・体験できるところ・買い

物できるところ・食事ができるところがあると、訪れてみたいと思います。 小川にはそん

な要素がたくさんあると感じました。 だけどそれがあまり知られていないのが残念です。  

個人的には、埼玉伝統工芸館には行ったことがありますが、まちなかには行ったことはあ

りませんでした。忠七飯の双葉さんとか清雲酒造さんとかは知ってはいたのですが。まち

なかの PR マップ（すでにあるのかもしれませんが・・・）などで、見どころを紹介するの

が大事だと思います。コロッケもおいしかったし、おいしそうな蕎麦屋さんや豆腐屋さん

もあったし・・・ そのうえで、あまり利用されていない建物（和紙体験学習センターとか

元の教会とか使われていない店舗とか）を活用して、新たなスポットを用意したら楽しみ

が増えると思うんですが・・・  

○①地元の人が小川の良さを再認識し再発見をすべきだと思う。②市民と行政が「我が

まち再発見」（仮称）協議会等を発足してワイワイガヤガヤ会を行なって様々な意見ア

イデアを収集しては。③町役場で「見所どころ」イラストロードマップ（楽しくてわか

りやすい）作成して広報活動を推進しては。周辺にはギャラリー、喫茶店、レストラン、

道の駅、鉄道駅が多く点在しているのでそれらの施設を活用しては。④役場で古い建物

を「町文化財」と認定して保存活動に助成支援を行っては。（固定資産税の低減と

か・・・・・ステイサスになるマークを設置とか・・・）⑤歴史に残る建物が建築され

た経緯やいわれとか・・・建築された当時はこのようなことに使用したとか、このよう

な目的で活用されたとか・・・・多い時で○○人が集ったとか・・・この教会に○○が

来て講話をしたとか・・・・様々なエピソードを漫画タッチで表現しては。⑥建物をも

っと活用しては。（コンサートホール ビアホール、ギャラリー・・・個々にでも良い

がバザー会場として複数の催し会場として連動して開催しては。⑦町のお祭りや記念日

を活用して建物の一部ないし全施設を開放してＰＲ活動を推進しては。⑧芸術関係や音

楽関係の大学機関とタイアップして展示会や芸術祭を開催しては。⑨槻川べりの夕涼み

会、花火大会、鯉のぼり、雛人形、凧上げ、送り火、かがり火、かがり火能、四季折々
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の行事を使用目的に効果的に活用しては。 

○歴史や自然そして産業に恵まれた地の特色を生かし守り続けていただきたい。そうした

中で、地区計画で町を色彩や高さ制限したり、地区限定でも可能な限り広域に送電線の地

中化は無理としても電柱を裏通りに移設したり、街灯を統一した趣のあるデザイン灯とす

る。そして、嵐山駅間に新駅の設置と完全なる複線化をし利便性を高め活性化させる事を

提案します。  

○行政はあてにできないので、まずは、熱意ある地元の有志が、懲りずに継続的に研究、

及び、知らせる活動することが重要と思う。 

○現在どの地方都市でも抱えている問題が、小川町でも同様にあると思いますが、時代の

流れに翻弄されず、小川のまちならではのまちづくりを少しづつやるしか無いように思い

ます。実際今でも色々やられているようですので、がんばって下さい。 

 

４ その他、今回のまち歩き企画の感想を自由記入 

●参加者から 

○小川町にはベリカフェや有機農業の高橋、金子

さんたちの活動もあり、また、アートや和紙の取

り組みもあるなど、かなり活発だと思える。それ

らをまちの資産にしていくことがまだまだだと思

う（Ｗ．Ａ）。  

○とても良い企画だったと思います。地元の方と

近隣の方、遠方の方。様々の立場 

からの意見交換があり、とても有意義でした（Ｔ．

Ｋ）。 

○他都市の荒れた中心市街地に比べ、当町はそれほど疲弊感は感じられなかった。取り壊

されてしまった建物も少なくないとのことだったが、歴史の重みを感じさせる建物は大切

に使い続けられていて、住まい手の愛着が感じられた。町全体に漂うのんびり感は気が落

ち着く（Ｈ．Ｔ）。 

○和紙センターは、手が入れられておらず、外壁のペンキがはげ、雑草が多くて残念だっ

た。手入れをするためにボランティアを募集すれば、参加者は多いのでは？私は参加しま

す（Ｏ．Ｓ）。 

○初めての訪問でしたが、蔵、造り酒屋、雨宿りまでさせて頂いた立派な旧家、…。まち

のそこここに興味深い建物があり、そして絶妙にカーブしている大通り、ヒューマンな路

地と楽しませて頂きました。和紙といった「アート」、有機農業、地元のお酒、地元食材を

使ったおいしい食事といった「食」とあわせて今度はもっと幅広く楽しみたいものです（Ｔ．

Ｓ）。 

○初めて小川町を訪れましたが、コンパクトな中心街は歩いて回るのにちょうどよいスケ
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ールでした。蔵がたくさんあり、製紙試験場だった建物なども含め、魅力的な資源が豊富

なので、これらの資源をうまく活かしてゆけば、非常に魅力的な街になると思います（Ｋ．

Ｔ）。  

○建築士会の方々が普段からいいお付き合いをされていることもあるのでしょうが、どこ

の家の方も親切にご案内いただいて、おもてなしの心がいっぱいの街だと感じました。  

おもてなしの心がある町はきっと来街者の方の印象に残る町になると思いますし、また来

たいと思うはずです。 小川町はきっと住んで良し訪れて良しの街になると思います（Ｙ．

Ｙ）。   

○今回は旧市街地を中心とした街歩きでしたが、是非、駅から近いところに魅力的な自然

があるので、次回、旧市街地＋自然＋有機食材を食べるといった街歩き企画お願い致しま

す（Ｉ．Ｙ）。 

○小川町には数十回訪れているが、今回の企画の場所は初めて見た。近く(熊谷)に住んでいて

も意外に知らない所が多いことをつくづく感じる。部外者のわがままかもしれないが小川町はこ

のままでいてほしい（Ｓ．Ｓ，Ｓ．Ｋ）。 

○古里さんのお誘いで初めて参加をいたしました。小川まちは簡単な観光マップや雑誌 

で「和紙のまち」程度の知識しかありませんでした。参加して大変に良かったと思い 

ました。地元の建築士会の皆様のご案内で普段は拝見できない場所や室内までも案内 

して頂き、居住者の方のお話も聞けて感動しました。「歩いて街見る」会の存在も分か 

りました。真面目に真剣に様々な事に取組んでおられることに感動しました。「この会 

の宣伝ももっとしていかなければならないな」とも思いました。皆様有難うございまし 

た。またお誘い下さい（M.K）。 

○今回、深谷の近くのまちのまち歩きということで参加させていただきました。小川には

結構用事があって出かけるのですが、まちの細かなところには足を踏み入れていませんで

したので、今回のまち歩きは大変実のある内容で楽しい時間を過ごすことができました。

深谷のまちづくりにも参考になった部分もありました（Ｓ．Ｊ）。 

○いろいろな可能性を感じましたが、小川町は「環境や農業」だけでない、ということを

知ることができて、参加してよかったと思いました。まちのたたずまいが、人を惹きつけ

る魅力をもっていると思います。雷雨で急ぎ足だったので、お天気の時にまた歩きたいで

す（Ｏ．Ｍ）。 

○小川を訪れたのは初めてでしたが、とてもすばらしい町でした。関東平野からひと山越

した盆地ですが、山に囲まれ川が流れる別世界のようでした。懐かしく、また心が洗われ

るような体験ができた一日でした。ご案内いただいた地元の方々に感謝いたします（Ｏ．

Ｒ）。 

 

●コーディネータより 

○今回はコーディネートする立場でお世話になりました。が実はまだ魅力的な所はありま
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す。すこし、歩くとまた違う町があります。水

路にクレソンが自生しています。それほど自然

があるところです。もっと自然を楽しんでもら

いたいなあと思います。是非また訪れて下さい

（E.T）。 

○たいした説明はできませんでしたが、発表の機

会を頂き、有難う御座いました。小川町に住んで

いたにもかからず、いつも通っていた道沿いの建

物に、知らない歴史を知ることができ、大変興味

深かったです（Ｎ．Ｓ）。 

○今回で紙、絹、酒が紹介できましたので、機

会があれば、建具、すいのう、鬼瓦。和紙を使

用した七夕と花火。そして、忠七めし。女郎う

なぎ。又、吉田家住宅、下里石の寿石、鍾乳洞

あと。そして地元産の和紙、建具、寿石を使用

した図書館等。他に総合運動場の特にテニスコ

ートが好きです。あえて、追加するなら、小川

ボーリング場のレベル及質の高さを紹介し、こ

れら列記事項を推薦します。追記入  カタク

リの花とおいかわ（やまべ）釣りも良し。運が

良いと、おいかわの産卵は感動です（Ｋ．Ｋ）。  

○前から企画したいと思っていた小川のまち歩

きが、地元建築士事務所協会の皆さんのご協力で

実現できて感謝です。まち歩きにはあいにくの雷

雨でしたが、そのおかげで伊藤家の奥様には雨宿

りで建物の内部をじっくり見せていただき詳し

くお話を伺えることができました。歴史的な建物

にはやはり魅力ある人がいらっしゃるなと再認

識しました。参加された皆さんの小川町への評価

は高く、まちづくりへの提案も、小川の持つ歴史

的建物や路地空間、酒造りや和紙等の産業遺産、

有機野菜などの食等、多くの魅力ある資源をもっと活かしてはというものでした。こうし

した小川町の魅力を、普通の人が楽しめるまち散歩コースとして今後ももっともっと紹介

できたらと思っています（古里実）。 

 


